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ロジェクト奨励研究員（2011年 4月～ 2013年 3月）を経て，2013年 4月より現職。
主な著書・論文：「借用語における母音挿入の音韻論的解釈―共時的および通時的観点から―」（『音韻研究』15，
2012），「借用語に現れる重子音の通言語的研究」（『コーパスに基づく言語学教育研究拠点研究報告集 8　コーパスを用
いた言語研究の可能性Ⅳ』，2012）．
